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塩
田
の
所
有
形
態
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て

ι

!
特
に
愛
媛
原
一
倍
方
海
臣
を
中
心
と
し
て

i

重

日
JL 

堆

之

一
、
は
じ
め
に

古
来
わ
が
国
の
製
寝
業
は
海
水
を
原
料
に
し
て
レ
る
。
そ
の
た
め
潟
水
を
渓

絡
す
る
採
か
ん
過
程
と
、
務
総
し
た
海
水
(
か
ん
水
と
い
う
)
か
ら
き
ム
J

に
水

A
M

を
除
去
し
て
塩
の
結
日
聞
か
一
作
る
せ
ん
ご
う
過
程
と
の
結
合
か
ら
成
り
立

r-
て

い
る
。
塩
田
は
前
者
の
過
程
を
担
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
で

年
の
歴
史
そ
も
み
り
、
陀
計
三
じ
ん
平

は
入
浜
式
塩
田
が
近
世
杓
ぬ
か
ら
約
三

頃
に
な
っ
て
や
っ
と
涜
下
式
海
臼
に
転
換
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
流
下
式
信
回

の
余
命
ば
僅
か
十
数
年
に
し
て
、

れ
る
こ
と
に
な
り
、
探
か
人
過
程
を
担
っ
て
き
た
海
閉
口
照
和
内
六
年
末
に
は

イ
オ
ン
受
検
炉
脂
膜
法
に
ふ
手
配
的
に
転
検
い
き

全
く
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
に

こ
こ
で
の
塩
田
と
は
入
浜
式
出
回
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
一
・
五

1

二
町
北
ご
と
に
区
画
さ
れ
て
お
れ
、

、
の
一

F
一
闘
を
一
広
戸
(

一
一
軒
』
れ
ま
た
は

一
戸
前
)
と
称
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
所
前
の
必
位
で
も
あ
り
、

日
付
r
h
u
u

の
必

-
G

で
J

も
あ
り

ま
た
北
川
学
、
昨
位
て
も
ふ
ハ
た
の

E
t
h
t
4
1
0
十

》

一

ι

1

h

i

H

H

d

-
f
t
者

t
才
、

v，
4
4
1む

H
1
+
M
J
J
&巾

の
い
成
立
則
に
関
し
て
は
、

近
代
打
七
料
品
イ
の
分
一
w
u
ー
で
た
ム
つ
伝
十
、
レ
に
一
牧
計
約
心
力
対

1
2
 

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
乙
叶
¥
問

-hNm一
円
以
ム
ー
と
問
符
仁
川
山
J

ポ

二

完

成

に

ロ
す
で
に
成
立
し
て
い
M

た

t
の
と
考
・
4

九
千
〆
れ
む
仁

寸

JJ-γ

日
川
こ
}
て
山

U

いh
J

今
治
出
ょ
を
巾
心
に

mJrm
一一
f

佐
川
村
後
の
広
川
の
何
十
不
許
と
そ
の
支
仇
仁

内
ペ
リ

J

J

L

て
れ
乾
叫
}
U
Z
J
q

み
t
d
し
去
る

c

小
一
栴
で
は
ま
ず
稀
一
戸
内
ι
阿
部
心
問
お
一
一
一

と
「
泊

心
主
恥
一
片
品
切
出
の
所
有
形
税
、
と
お
も
な

aM
即
地
主
の
昨
で
、

む
か
〆
た

ιつ
の
に
円
J

L

て
品
川
粧
す
乙
。

い
て
充
分
記
訟
で
会
ご

そ
し
て
止
一
一
打
料
舛
地
主
f
r
斗

f
h乱
f
V

九
円

れ
し
て
い
w

た
と
い
う
点
か
ム
芳
、
枚
以
の
伯
万
出
回
争
中
心
に
と
門
広
げ
て
み
た

レ
。
伯
方
抱
山
の
間
出
γ

て
の
府
市
立
が
ム
d
i
s
h

引
の
い
h
m
目
地
支
の
叫
刊
日
前
町
、

4r
守
し
て
日
F

後
の
所
有
吉
一
の
変
還
を
通
ド
し
て
篠
田
地
主
の
叫
い
い
停
が
ど
の
よ
Z
F

に
芝
、
仕
!
一
て
ク
一
一

た
か
を
究
明
し
よ
ち
と
す
る

ι}の
で
あ
る
c

誤

去

の

方
H
U
H
-

と
し
て
は
‘
町
山
い
ト
ヶ
rl

四
千
に
~
附
許
寂
さ
れ
て
い
る
「
土
地
台
帳
」
に
よ
ち
各
信
戸
ご
と
に

γmLA
ず
れ
の
す
、
迭

を
追
跡
し
た
も
の
を
手
が
か
め
に
し
て
、
現
地
で
の
聴
金
、
取
り
な
ど
に
よ
f

久
t

所
有
名
の
作
抑
刊
を
明
ら
か
に
し
て
レ
ゥ
た
。
幻
一

1
町
船
二

f
一
年
ル
k

基
点
と
し
て

そ
れ
以
前
ド
ト
き
カ
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
な
か
叶
た
の
は
、
小
稿
の
基
本

ιrJ
な
巴

ιれ
と
し
た
「
土
地
合
時
L

が
作
成
さ
れ
た
の
が
二
の
一
山
で
あ
旬
、
そ
古
川
ょ
の

一
向
十
何
者
の
+
九
九
F
は
が
記
私
さ
れ
て
し
ー
な
い
た
め
で
ふ
る
c

二
、
塩
田
所
有
の
集
中
と
主
要
塩
田
地
主

日
ー
は
明
お
二
一
f

乞
に
お
け
己
主
河
川
〈
た
ι

住
出
合
円
の
大
き
う
J

に
表
土
し
、

の
B
r
M
で
イ
リ
久
U

小
引
い
恒
自
の
託

一
位
お
t
H
l
v
H
V
小
二
μ

じ
の
j

山口一

'hu引
の
所
有
一
即
日
間
1
H
八千一円い

分
す
る
こ
と
に
よ
r

一
て
所
あ
い
の
供
定
何
日
人
へ
の
ロ
ヰ
ハ
山
、
の
同
町
ム
L

ぞ
示
し
た
月
、
山
い
一
司

j

I

I

P

 

B
J
3
7
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こ
こ
で
瀬
一
戸
内
東
部
今
一
貯
外
ー
し
た
の
け

λ
前
交
て
》
る
十
」
酌
と
、
治
仁

r
h
H

川
山
町
下
勺
い
て
は
、

こ
の
岡
山
…
で
は

LT
だ
十
円
ヴ
れ
し
い
し
ヵ
，
M
川
が
山
九
九
七
、

1

7
一

、

戸

h

i

一

白、、
1
4
l
h
h
L
e

i

F

、

六
こ
と

も

a

、
i

1

i

p

-

-

、

し
力
3
ι
v
J
f
、千
A
r
J
ど
へ
，
什
千
円
主
7
ド
た
uNH

、川一

J
f
c
匁

u
v

L
A
S
ト{一d
で
J

口
一
日
ー
一
、
い
♂
却
に
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
了
。
3
4
の
で
あ
る
。
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l
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U
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U
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U
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割
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i
f
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Ar
出
日
い
で
会
円
一
た
も
の
語

エ
へ
佼
ご
一

う地年

m~ 主↓て

~ ヵ: コニ
的所千
な有げ

723 ずら
景るれ
の汗三て

た管:ー
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集
山
は
ふ
空
れ
ノ
『
{
ら
れ
な

L
。
山
口
県

市
い
都
で
の
最
大
の
定
日
治
主

ι引
刊
誌
の

白
山
民
家
で
、
F

引
戸
川
山
ザ
ー
車
丹
江
浜
に
ず
丸
山
日
恒
一
戸
、

三
田
尻

K
E
民
戸
の
合
計
九
日
程
一
戸
、
一
回

較
に
し
て
一
七
町
J

四
反
歩
ふ
寸
め
を
所
有

し
て
レ
た
が
、

大
正
一
一
一
一
一
与
に
は
全
部

の
塩
田
を
売
却
し
て
レ
る
。
秋
穂
の
み

で
の
最
大
の
所
有
考
は
山
尾
家
で
、
秋

穏
一
長
浜
と
花
呑
浜
に
各
三
の
六
伝
一
戸
、

一
C
町
ム
ハ
反
歩
ゑ
-
t
r
ニ
町
一
有
し
、
明
治
時

代
に
は
三
井
牧
産
の
代
理
広
と
し
て
こ

回 1

給れ

し問
て辺
L 、 0)
-F-，庁f守
jE{5z 

v< 
f型
+包
-"'1m 

Fn 
3ノ
ヴー

'lJ 
ιμ 

'ゾぺ
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f共

同
家
の
所
有
面
積
に
は

そ
の
f

伶
も
変
齢
は
な
ノ
¥

昭
和
一
二
百
年

に
第
三
次
提
4
1
舎
一
僚
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
乙
ま
で
一
F
J
h
し
て
レ
る
t

山
口
院
の
下
松
、
平
生
塩
田
に
ウ
レ
て
は
同
一
転
〕
い
で
す
て
に
務
乞
J
9

ふ
の
た

め
予
防
叱
す
る
が
、
特
に
後
芝
の
佐
白
地
主
に
関
し
て
必
ハ
僅
少
な
注
目
地
主
〕
仁

ρ
む

申
す
る
研
究
の
中
で
貴
重
な
研
究
が
公
に
さ
れ
て
ど
包
そ
の
中
で
と
わ
き
げ

ら
れ
て
い
る
弘
達
家
が
当
初
七
時
也
戸
で
一
回
町
五
反
余
り
、
国
光
門
家
が
一
人
出
戸

で
一
七
町
八
反
余
り
を
所
有
し
て
い
た
。
平
生
で
の
最
大
の
所
有
者
は
萩
出
与
4

の
熊
谷
家
が
二
一
町
歩
余
、
能
局
こ
れ
ら
上
位
三
者
で
平
生
温
臼
の
約
間
五
ぐ

trv
所
有
し
て
レ
た
c

明
治
ニ
ハ
/
年
一
取
の
広
島
県
竹
原
塩
田
は
亀
田
家
が
六
一
回
一
円
で
約
一
三
町
"
す

松
阪
家
が
五
編
戸
で
一
二
町
五
反
歩
余
り
、
次
レ
で
竹
鶴
家
和
家
柄
、
/
什
五
、
↑

士
二
汁
家
と
レ
J
q
f

れ
も
数
内
閣
戸
、
一

FU
町
歩
内
外
の
所
局
者
に
よ
ゥ
て
L
b
H
F

子

抗

て
レ
た
。
亀
出
家
、
は
明
お
初
年
、
金
比
一
二
煮
を
営
み
、
か
な
ι
り
の
お
一
/
主
の
位
仁
川
台

円

t

二
日
)
町
ヰ
ヤ
の
摩
地
を
所
有
し
て
い
わ
δ

亀
臼
、
松
阪
両
(
ち
は
明
治
一
末
釘
か

c
f寸、

正
一
時
代
に
か
け
て
次
々
に
極
回
を
売
却
し
て
レ
る
。
結
家
口
令
官
業
の
れ
〕
仁
一
小nKL
 

造
業
を
営
み
、
特
い
に
松
方
デ
フ
レ
期
に
多
く
の
土
地
今
一
集
積
し
た
よ
ち
て
主

uu

同
一
家
は
明
治
二

C
年
頃
に
は
塩
田
五
泡
戸
約
一
二
町
町
歩
を
所
有
す
る
が
、

h
t
t

泡
巴
地
主
が
塩
白
を
売
却
し
て
レ
く
の
に
反
し
て
、
明
治
一
二
仁
一
年
代
仁
一
一
九
一
口

合
涜
え
七
短
戸
で
約
一
六
町
歩
を
所
有
し
、
十
八
正
時
代
を
通
じ
て
竹
-
F
に
点
J
K

る
最
大
の
山
沼
田
地
主
と
な
る
。
さ
ら
に
松
永
に
主
回
総
一
戸
、
六
町
一
三
反
ム
一
〆
わ
え
一

所
有
し
て
レ
た
。
松
永
に
所
有
し
て
い
た
塩
田
は
昭
和
初
年
に
、
続
い
て
一
b
Y
4

二
戸
い
い
年
代
に
な
っ
て
竹
原
の
塩
田
も
売
却
す
る
c

広
岳
山
駅
松
永
塩
田
に
つ
い
て
は
同
稿
料
で
述
八
た
の
で
省
略
す
る
。
苧
口
d

町じ

で
は
堀
内
一
家
が
最
大
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
勺
し
て
は
筏
述
す
と
口
い
ん

沼
市
の
対
岸
の
向
島
東
の
塩
田
は
当
初
尾
道
の
財
界
人
の
鳥
居
、
天
野
、
存
不
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1 ・・，00町参
事事兵 円瓦ー村舛

関係市町村役場所oil'1地t;幌むにより作bI:

の
三
宅
up
↓
入
部
分
を
一
附
や
し
て
し
た
J
Y

、

前
二
者
は
明
治
末
期
に
す
冗
お
し
た
。
愛

媛
県
多
喜
浜
趨
印
は
旧
孫
子
務
主
の
松

平
家
が
四
六
・
九
%
に
歩
た
乏
五
五
町

歩
主
所
有
し
て
い
た
が
、

ニ
の
協
印
H
U

ら明
れ f台
てこ

と、(9)-(¥
r. ::tt:: 

"て

法
人

所
有

に
切
勺

換
え

図

2
は
お
も
な
塩
田
に
つ
い
て
村
外

針恥一地+主十正斗

Zの訂所空円?4

却
た
も
の
で
あ
る
。
所
有
の
位
集
味
市
中T
の
あ
ま

ム
口崎

町

み

ら

れ

な

い

山

口

県

西

部

の

海

田

口

合

ほ

と

ん

ど

地

元

で

所

有

さ

れ

、

三

由

民

斡

糧

自

を

秋

穂

の

回

-
E
X
Lか
僅
か
所
有
し

開

て

い

た

Erん
で

あ

る

。

詰

所

有

の

集

畑
中
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
も
の
の
中
で
、

〆
h

Y

A

H

V

佐

竹

原

、

波

止

同

信

す

べ

て

所

布

者

は

地

桝
一
花
で
あ
り
、
瀬
戸
田
も
大
部
分
は
で
ノ

で
あ
る
。
し
か
し
平
生
の
荒
一
台
、
国
光

っ“国
家
、
信
号
暮
浜
の
松
平
家
、
松
永
の
長
井

家
な
と
こ
れ
ら
の
大
地
主
が
村
外
地
主

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
出
国
で
は
約
外
地

主
の
占
め
る
割
合
が
芯
く
な
円
て
い
る
。

さ
ら
に
市
民
眠
日
か
で
は
、
瀬
戸
田
、
掛
件
倉

山
石
械
を
除
い
て
村
外
地
主
の
所
前
面
積

萄，a 

配
合
よ
か
き
わ
め
て
古
聞
い
。
自
民
瞬
、
部
で
は
て
旦
酉
に
ま
と
ま
ぐ
て
ト
ヶ
?
王
れ
よ

t

の
臨
印
が
存
在
す
る
の
は
瀬
戸
田
と
伯
方
だ
け
で
あ
る
J

山
、
前
V
千
円
H
H
r

↓
山
一
冊
F

有
名
で
あ
る
堀
内
家
が
地
元
で
あ
る
。
伯
方
は
後
に
詳
述
す
乙
よ

r1γ
、
↓
ノ
ヰ
・

は
今
治
の
財
界
人
が
所
有
し
て
い
た
。

、
伯
方
塩
田
に
つ
い
て

}
 
l
 
(
 

開
発
と
概
要

図

S
K
伯
方
海
図
の
拡
大
図
と
そ
の
中

K
明
治
二

(υ
年
の
所
有
者
を

A
I
I

で
示
し
た
。
こ
の
う
ち
瀬
戸
浜
は
「
文
化
十
一
年
旧
今
治
藩
ニ
が
テ
設
f

u

j

て

化
十
四
年
間
怒
一
工
事
ニ
素
手
シ
文
政
一
冗
年
六
月
丙
浜
六
戸
ヲ
銭
成
ゾ
時
打
い
一
一
一
史
布

ニ
着
手
全
四
年
三
月
完
成
コ
と
あ
り
、
吉
江
浜
口
後
の
弘
化
一
二
年
(
一
八
円

六

v
k
着
工
し
た
も
の
の
、
議
惜
の
財
政
的
窮
乏
か
ら
一
時
工
事
が
中
断
さ
れ
わ
~

A-t;，主主1jB;干の所有者を示す。
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い
か
、
民
間
む
本
の
導
入
を
一
凶
る
こ
と

K
よ
円
て
幕
末
れ
文
久
二
一
会
(
一
八
六
一
一
一
)

内
げ
t
卸

に
や
円
と
完
成
し
た
じ
北
煎
浜
の
俳
売
に
つ
レ
て
H
H

不
明
で
あ
毛
が
、
レ
ず
れ

の
塩
田
も
「
藩
ノ
事
業
ト
シ
子
製
抱
シ
加
地
子
ヲ
徴
シ
テ
小
作
セ
シ
メ
シ
カ
明

明
訓

治
維
新
の
際
払
下
ヲ
ナ
シ
民
有
ニ
帰
セ
J
W
」
と
あ
り
、
幕
末
に
開
発
さ
れ
た
藩

営
陣
唱
団
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

問
。
塩
戸
で
約
八

O
町
歩
、
明
治
二
二
年
に
北
浦
浜
に
新
し
く
一
塩
一
戸
追
加

き
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
昭
和
四
六
年
に
梅
田
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
大
き
な

面
積
の
変
動
は
ん
い
い
。
明
治
三
八
年
専
売
制
施
行
当
時
は
多
く
の
塩
田
が
小
作

温
白
で
あ
っ
た
ん
川
、
こ
こ
で
も
瀬
戸
浜
、
古
江
浜
三
五
泡
一
戸
の
う
%
自
作
糧
問

A
H
J
 

は
四
塩
一
可
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
小
作
契
約
に
は
期
間
は
な
く
、
小
作
料
は
'
b
宜
納

定
額
で
一
塩
戸
当
り
六

1
七

0
0
円
と
か
な
り
一
目
前
額
で
、

そ
の
上
今
治
市
に
在

住
す
る
地
主
の
塩
田
に
は
年
間
七

1
八

O
円
の
公
認
も
小
作
人
が
負
担
し
イ
孔

た
。
そ
し
て
「
泡
田
所
在
地
ノ
労
働
者
少
ナ
ク
大
部
分
ハ
大
島
者
ト
称
シ
郡
内

津
倉
、

亀
山
大
山
、

宮
窪
ノ
各
村
ヨ
リ
出
伊
ス
ル
者
ニ
シ
テ
守
谷
村
ハ
中
等

白
川
勝

以
下
ノ
農
民
浜
稼
ニ
従
事
ス
ル
考
非
常
ニ
多
ク
」
こ
れ
ら
出
稼
ぎ
労
働
者
(
浜

子
)
が
長
年
の
う
ち
に
地
主
か
ら
の
信
用
を
得
て
小
作
人
に
な
り
、

つ
い
に
は

塩
田
の
払
下
げ
を
受
け
て
自
作
塩
業
者

κな
れ
ば
成
功
者
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

入
浜
式
塩
由
の
年
間
一
町
歩
当
り
の
塩
生
産
量
は
平
均
約
一

0
0
ト
ン
で
あ

る
。
伯
方
山
沼
田
で
は
香
川
県
民
は
及
ば
な
か
っ
た
が
約
一
二

0
ト
ン
と
か
な
り

高
か
っ
た
。
そ
の
照
係
も
あ
っ
て
か
小
作
料
は
「
他
地
方
ニ
比
シ
著
シ
ク
高
値

ナ
ル
モ
土
地
ノ
情
況
ト
シ
テ
薄
資
ノ
労
働
者
ア
リ
希
望
者
頻
ル
多
ク
為
ニ
小
作

白
日

ノ
競
争
常
ニ
止
マ
ス
」
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
大
部
分
を
村
外
地

主
が
所
有
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
村
外
地
主
は
塩
田
経
営
は
ほ
と
ん
ど
小
作

nuaHV 

人
任
せ
で
あ
ま
り
干
渉
し
な
か
っ
た
よ
号
で

h
v
o

当
初
の
担
白
地
主

つM問問

ι和
維
新
に
今
品
川
薄
か
ら
塩
田
い
か
ど
の
よ
う
に
し
て
弘
下
げ
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
後
明
治
一
一
わ
年
頃
ま
で
の
間
に
所
布
者
が
交
替
し
た
の
か
ど
ろ
か
は

明
ら
か
で
な
レ
。
前
の
図
8
の
中
に
各
溢
戸
ご
と
の
所
有
者
を
示
し
た
が
、

か
所
に
ま
と
ま
っ
て
同
一
の
所
有
者
が
数
猛
戸
を
所
有
す
る
と
い
え
，
形
で
院
な

く
、
か
な
り
錯
そ
う
し
て
い
る
c

そ
し
て
図

3
の

A
1
0
の
所
有
者
に
つ
レ
て

個
々
に
所
有
面
積
そ
の
他
に
つ
レ
て
表

l

k
示
し
た
。
一
二
名
の
所
有
老
の
よ
)

ち、

C
の
深
見
家
だ
け
が
村
内
地
主
で
あ
る
他
は
す
べ
て
村
外
地
主
で
ふ
り
、

し
か
も
そ
の
う
ど
こ
名
は
ム
訪
で
あ
る
。
し
か
も
今
治
の
地
主
の
大
半
は
何

ら
か
の
形
で
綿
業
に
関
係
し
ず
、
レ
乙
。
最
大
の
所
有
名
で
あ
る

A
の
伊
藤
家
が

七
塩
戸
で
面
積
割
合
で
も
一
七
・
七
d
b

、
第
二
位
の

B
の
深
見
家
の
も
の
を
ム
U

わ
せ
る
と
三
二
・
四
需
と
か
な
り
所
有
が
集
中
し
て
い
る
。

最
大
の
所
有
者

A
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
古
江
浜
ハ
天
保
ノ
頃

-4-

今
治
町
ノ
深
見
与
平
・
:
へ
中
略
)
:
・
与
平
累
代
の
木
綿
商
ヲ
犠
牲
ニ
供
ン
:
・
:

(
中
略
)
・
:
藩
債
ヲ
償
却
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
講
シ
己
レ
ハ
東
奔
西
走
箸
佑
募
集
ノ

任
-
一
当
リ
大
阪
ノ
富
高
天
王
寺
，
五
兵
衛
殿
村
平
右
衛
門
等
ヲ
シ
テ
之
ニ
応
七
シ

メ
」
と
あ
り
、

A
が
大
阪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伺
か
関
係
が
あ
る
古
も

知
れ
な
い
。

B
は
引
用
文
中
の
深
見
与
平
の
末
代
の
こ
と
か
け
ま
た
引
の
仲
い
れ

に
伐
採
見
利
兵
衛
の
名
で
「
木
ノ
鴻
(
伯
方
)
塩
ー
一
回
の
問
問
組
一
一
と
あ
り
、
さ

ι，

に
理
平
の
名
で
「
天
保
年
間
に
綿
雲
木
絡
を
営
む
]
と
あ
る
。

、
ず
れ
に
ぜ
よ

A
-
B
は
沼
田
の
開
発
に
際
し
て
の
功
労
者
と
レ
う
こ
と
で
冬
く
の
経
由
の
払

下
げ
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
明
治
二
九
年

νげ
A
れ

全
部
の
泡
回
を
、

B
は
二
塩
戸
を
残
し
て
売
却
し
て
い
る
。

c
k
関
し
て
は
「
古
江
村
二
庄
屋
兼
浜
庄
屋
ナ
凡
そ
ノ
ヲ
設
ケ
深
日
比
一
勝
平
十



八
モ
ノ
之
ニ
任
セ
ラ
レ
廃
藩
置
県
/
際
マ
テ
此
駁
説
明
ニ
秩
掌
セ
リ
災
後
同
人
長

F
D
 

n
r
u
 

男

寅

之

助

境

問

屋

ヲ

営

業

ジ

今

ニ

継

統

七

y〕
と
あ
る
。

治
回
一
一
一
山
崎
一
戸
の
よ
ー
J
り

一
也
戸
は
明
治
二
四
年
に
売
却
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
寅
之
助
の
代
議
士
山
民
一

で
散
財
の
た
め
か
残
る
二
漁
戸
、
も
明
治
回
二
一
年
に
売
却
し
て
レ
る
わ
し
か
し
明

白
川
二
九
年

A
か
ら
一
泡
戸
を
賂
入
し
て
お
り
、

」
れ
は
伊
和
一
一
一
一
と
主
で
内
手

し
て
い
た
。

ょl司袷 20'!E 他方塩田の所有者
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D
の
八
木
家
は
天
保
六
年
以
来
屑
造
業
を
、
一
県
京
介
入
一
刀
J
ト

p
s
川
町
亨

民

ん
て
レ
た
ε

十
一
二
の
次
の
代
の
春
松

vt
代
議
土
に
出
馬
し
て
い
V
4
1
r

li 
、

よ
ら
に
綿
菜
、
y

一
無
関
係
て
は
な
レ
c

綿
業
と
の
F
A
r
F
t
J
ご
み
と
な
F

い

t-， 

Q
わ
向
山
一
出
家
一
族
に

明
治
一
一
七
年
に
肉
T
U
人

r
名
全
一
な
が
一
三
一
以
了
し
て
レ
ミ

管
れ
の

jr-と
正
予
は
初
代
の
十
公
開
塩
業
組
合
長
一
を
務
酌
て
レ
る
一
之
、

ロn
"'ラ

~ '，-

代
に
は
丸
ム
一
位
融
不
合
資
会
社
を
設
立
し
て
い
る
わ
注
目
口
大
正
末
日
々
に
一
ん
に
'

J

市
町
川

と

が

‘

こ

れ

は

特

に

綿

業

に

再

投

む

す

る

た

め

で

あ

円

た

ら

し

J1

1
5明
市
一
三
年
興
業
舎
を
絞
ら
し
、

M
泊
ー
と

k

u

d

発
展
さ
せ
て

L

乙ゎ

日
門
家
町
，

代
に
に
山
噴
出
会
」
売
却
し
て
レ
る
い
か
、

」
れ
d
b
終
判
子
へ
の
お
む
の
た
戸
け
と
去
っ

r
A
〉
数
む
今
治
心
綿
世
十
十
字
自
の
中
で
、

固

め
て
レ
た
よ
う
で
あ
る
c

」
れ
ら
三
名
が
慌
に
佑
J

-

か
宇
多

ε;、

え
A

り
れ

表
ー
の
伯
方
佑
棚
田
の
所
有
者
の
号
ち
、
伯
万
以
外
に
も
持
団
出
合
一
所
余
し
て
し
、

た
の
は

F
の
三
浦
、

G
の
百
三
九

L
の
重
松
、

p 

." 

。
の
釘
ぃ
内

R
の
与
~
野
心
ふ
ん
弓
、

で
あ
る
。

」
の
ろ
ち
一
一
一
浦
一
家
は
岩
波
り
す
+
盤
で
、

地
元
の
広
域
両
院
に
一
一
、

今 i

/ー

士=

話
、
一
杯
一
一
忽
は
潔
ム
屈
に
一
出
戸
の
み
、
午

邸
玄
家
は
出
身
地
改
主
併
に
明
治
八
年

K
五
日
午
戸
か
向
4

約
し
て
レ

J
C

長
に
↑
の
計
白
塩
戸
を
而
有
し
て
い
た
わ

根
内
家
は
伯
万
で
は
一
極
一
戸
し
か
所
引
し
て
い
w

な
い
が
、

地
花
広
島
レ
総
い

回
で
じ
七
泡
一
ド
約
一
六
町
歩
、

F

↓
の
一
校
町
内
山
山
末
広
場
二
、
忙
し
住
戸
キ
一
枚

七
mUJ
歩
余
り
と
瀬
戸
田
桁
祖
国
の
宏
一
に
三
九
f
m
J
t
-
m
L
U
ず
る
に
し
u

た
っ
た
〈

~ 

4 

νj 

他
軒
同
諸
b

国

品

の

所

有

毎

日

を

加

え

る

と
J
L

つ
宏
一
の
伝
広
一
一
同
小
均
一
ド
ι

窓
口
・
ヘ
ド

ωJf約
一
一
六
年
に
は
泡
引
の
約
一
に
出
畑
約
五
八
位
今
、

達
し
た
の

続
出
そ
の

h
J

加

え

る

と

同

年

の

総

土

地

所
4

何
一
郎
紅
慣
は
九
二
町
辻
点
字
J

り
で
あ
ご
十
九

守ん
U
H叩

4
4

ら

出

9U
に
悔
や
む
炭
の
仲
介
葉
、

海
運
業
金
一
一
般
支
た
と
の
な
ヤ
九
町
一
一
同
な
℃
亨
J
J

山
町
信
徒
半
以
に
な
っ
て
か
ら
も
レ

-
-
F
~
Z
J

の
υ

民
間
の
毎
績
を
而
J

佐
な
ふ

L

P

十一



よ
円

4 
L 

bjA 
d、;ill
v 
(> 

伯
方
に
一
門
前
し
て
レ
十
九
一
定
戸
r
h
F
t

ア
て
同
草
花
屋
を
営
ん
て
レ

た
白
石
家
に
売
却
す
る
。
ム
ア
お
い
靴
主
力
工
以
前
-
工
芝
へ
の
転
排
除
、
大
正
ニ
年

に
堀
内
家
も
今
治
に
綿
布
一
会
社
を
設
立
し
て
レ
l
z
u
c

こ
の
釦
業
後
間

t
た
〈

R

{
奈
が
頭
取
で
あ
っ
た
大
崎
銀
行
が
例
一
区
し
、
十
八
正
四
年
か
九
一
五
年
に
か
け
て
毎

日
の
親
族
へ
の
名
儀
一
変
更
と
売
却
を
一
行
走
っ
て
い
る
。
綿
布
会
社
は
昭
和
七
年

に
倒
産
し
、
そ
の
際
に
も
注
目
を
処
分
し
て
い
る
の
で
そ
れ
以
後
数
混
一
戸
を
残

す
の
み
と
な
っ
た
。

一
向
宗
家
は
広
島
県
忠
海
の
出
身
で
あ
る
が
、
地
元
申
b

海
ゃ
，
竹
原
で
は
温
臼
を

所
有
せ
ず
、
伯
方
自
針
。
位
に
十
ヘ
崎
目
前
、
大
三
島
、
生
口

n
b
と
専
ら
島
腹
部
に
の

み
所
有
し
て
い
た
。
最
大
所
有
抱
戸
訟
は
一
回
に
』
も
及
人

Jrい
し
た
。
地
元
自
V

白

銀
行
の
頭
取
で
、
大
正
六
年
に
は

2
2鍵
屋
一
紡
績
を
間
九
し
て
い
る
。
し
か

一
年
に
全
部
売
却
し
て
い
る
。

こ
れ
ム
一
一
泊
方
塩
田
の
所
前
者
の
当
時
の
れ
い
産
状
況
、
特
に
塩
田
以
外
の
土
地

所
有
面
積
は
、
堀
内
家
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

S
の
柳
瀬

家
は
明
治
三
一
年
の
納
税
額
は
一
、
九
一
七
円
と
受
綬
県
で
は
屈
指
、
堀
内
家
、

一
内
宗
家
も
一
、

C
O
C
円
今
」
討
作
一
え
て
お
り
、
所
有
地
低
額
は
両
家
と
も
三
万
円
以

上
で
広
島
県
豊
雲
仙
内
で
は
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
l
る。

K
の
村
上
正
平
、

し
事
業
の
失
敗
の
た
め
泡
巴
は
大
正
一

H
の
重
桧
寅
五
郎
、

Q
の
阿
部
立
日
五
郎
な
ど
「
何
レ
モ
箕
ノ
地
方
ニ
於
テ
屈
指

ノ

E一
(
?
"
で
あ
っ
た
よ
「
で
あ
る
む

ndり明
恰
二
心
年
か
ム
J

昭
和
三
打
、
年
ー
ま
で
の
伯
方
山
沼
田
の
所
有
考
の
す
遺
骨
乙
各
一
匹

そ
の
後
の
所
有
者
の
変
遷

引
に
示
し
た
も
の
が
図

4

で
あ
る
。
明
治
二
心
年
の
所
有
者

A
I
U
は
前
に
示

し
た
図

3
お
よ
び
表
ー
の
も
の
と
符
合
す
る
。
ど
の
塩
田

4
所
有
者
の
交
替
が

非
合
に
激
し
く
、
昭
和
一
二
(
ピ
ヰ
ま
で
に
州
知
日
刊
の
み
で
士
て
買
に
よ
る
安
替
が
行
J
下
院

わ
れ
な
告
ぐ
た
の
は
H
n
L
4
2
1
日
任
案
一
れ

p
t
す

Z

F
一れ二一

f
z
r
'仁
と

J
F
E
R
-右

が
所
前
す
る
古
江
一
一
一
手
伝
し
だ
け
て
点
る
c

世
代
じ
ご
の
町
伸
一
仁
三
代
志
入
が
じ
し
て
主

丹
、
一
円
4

引
者
引
に
み
乙
な
ム
ば
、
言
zi

松
宗
一
は
き
む
い
二
信
一
戸
で
あ
円
た
い
か
、
ユ
-
の

'
僚
の
売
買
で
五
抱
一
戸
を
所
布
一
す
る
時
期
か
ふ
り
、
寅
五
郎
氏
の
次
の
代
ば
長
官
心
一

で
あ
っ
た
が
最
終
的
に
は
三
塩
戸
を
所
有
し
て

L

る
。
両
日
一
家
は
一
比
一
咽
凸
が
い
け

要
す
る
F
一
当
初
か
ら
注
目
令
所
有
し
続
け
て
雪
た
の

を
所
有
し
向
け
て
レ
る
ο

は
と
の
二
一
家
だ
け
で
あ
る
ι

今
治
の
有
力
な
綿
業
老
と
な
っ
た

M
-
S
の
祈
祷
{
来
日
μ

明
治
こ
れ
年
代
に
止
一
也

巴
を
売
っ
た
こ
と
は
前
に
も
敗
れ
た
。

K
のいいに
L
十
一
吹
は
当
訂
J
E
一
日
一
九
筈
た
け

一
月
令
し
て
い
た
が

明
治
二
九
位
-
K
P
の
向
日
山
中
一
斉
一
子

ι
↑
口
江
て
一
人
名
今
一
町
長
F

て

二
塩
一
戸
を
所
有
し
た
。

古
江
九
早
世
い
れ
昭
治
二
二
一
一
一
五
に
朝
町
震
に
手
】
り
、
間
山
」
ふ
内

年
に
ロ
古
江
二
一
番
を

C
の
深
日
比
中
前
八
台
ら
買
っ
て
レ
乙
c

- b 

し
か
し
同
尚
孝
ト
れ
の
松
山

む
の
た
め
吉
江
一
八
雲
と
二
一
番
と
か
一
六
疋
一
一
一
一
年
と
一
円
{
止
に
恰
万
で
示
会
一

禁止ケ一品
γ
む

l
の
白
石
家
に
売
却
し
た
。

当
初
の
所
有
者
が
売
却
し
た
短
白
を
新
た
に
教
泡
百
懸
ぃ
入
し
た
も
の
の
中
に

は
、
津
倉
一
日
刊
の
四
日
一
間
す
へ
逸
家
(
国

4
中
の

a
)
お
よ
び
間
引
い
の
炉
問
毛
二
三
「
こ
ち

(
図

4
中
の

f
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
十
同
家
と
4
v
出
身
た
津
倉
の
続
出
一
J

竺
お
い
涼
一
μ

ず
つ
所
有
し
て
お
れ
リ
、
地
価
忽
ご
力
円
以
上
の
4

斗
地
斥
十
明
者
で
あ
一
¥
十
〔
任
者

は
明
治
+
烹
鮫
か
ら
十
八
正
摂
に
カ
け
て
恒
方
沼
田
を
広
一
信
一

F
t薦
入
し
て
お
丹
、

伯
方
で
の
田
阪
大
の
所
有
名
に
な
ゥ
た
。
明
治
四
(
ハ
げ
と
午
に
じ
字
、
三
哩
山
崎

L
U
K
4
4技

ホ
レ

立
げ
て
海
上
安
逸
の
近
代
化
に
乗
門
出
し
た
。
回
昨
の

j
は
宮
内
町

PT
一川町山いいで

研
世
話
一
業
を
営
ん
で
い
た
村
上
家
で
、

L
、
便
利
一
一
初
年
に
売
却
し
て
い
る
が

明
治
か
ら
ナ
~
十
止
に

C
け
て
二
信
一
一
口
・
完
成
人

均
一
在
「
十
一
計
ト
ム
恒
川
町
世
ほ
と
L

Z

I

海
運
ム
一
一
た
土
佐

ど
し
て
i

小川る。
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I 1司品目 2泡同 3土包p I 4 t亀戸 5亀戸 6亀戸 7t亀戸 計

明 お 20 年 1 2人 6人 1人 1人 1人 2 t人

30 1 5 7 1 1人 1人 2 5 

4 0 23 4 2 30 

大 正 5 25 5 2 3 2 

1 5 24 2 3 30 

昭 和 10 27 5 1 33 

20 24 4 3 3 1 

30 26 6 33 

所有極戸数別人数の変化実 2

{白方町役場所蔵[土地台帳」により作成

村外・村内所有塩戸数と所有者数の変化

今治
育均 町

その他 I (村{白方内町) 不 日月 ft 言fj学会 正i

明治 20 2 JW' {t 2)' 4極戸 (3外13亀戸 (5rへ 井戸( 1Jヘ 40亀戸じゅ

30 16 (10) 5ltiP (オ 9 (4) 5 (4) 6 (4) 4 1 (25) 

40 10 ( 9) 10 ( 7) 9 (6) 4 (3) 8 ( 5) 4 1 (:10) 

大正 5 9 ( 8) 15 U 2) 9 (5) 5 (4) 3 ( 3) 41 (32) 

1 5 4 ( 4) 15 (12) 自 (5) 7 (3) 6 ( 5) 1炉 (tî41 (:l 0) 
昭和 10 3 ( 3) 21 (1 5) 7 (5) 3 (3) 6 41 (J 3) 

20 3 ( 2) 1 4 (1 2) 8 ( 4) 3 (2) 13 (1 1) 4 1 (31) 

30 1 ( 1) 16 (12) 7 (4) 4 (3) 1宮 (1 3) 4 I (:l :1) 

言受 3

hu 

梅
田
は
売
却
す
る
の
ね
俊
民
年
で
ゑ
る
が
鰭
入
と
た
る
と
か
な
ぞ
れ
和
彰
で
若
る

た
め
、

祁
山
引
の
資
産
家
で
な
け
れ
ば
跨
入
で
き
な
古
ぺ
た
c

ぞ
の
た
め
一
か
え
雰

な
ど
を
哲
む
村
内
の
有
力
者
が
多
く
、

国

4

の
中
で
も
そ
れ
が
伺
わ
れ
る
r

ム
-t

治
の
綿
業
者
か
購
入
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
綿
戸
時
主
と
い
号
の
は
ム
「
品
川
一
総

業
に
投
資
し
て
分
工
場
主
と
な
っ
た
中
小
一
地
主
で
お
u
c

伯方町役場所蔵「土地台帳jによ勺作成

昭
和
一

0
年
代
に
な
る
と
従
来
の
小
作
人
の
中
に
も
科
目
力
を
貯
え
て
協
印
を

購
入
す
る
も
の
も
現
わ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
が
激
し
く
な
る
と
探
刻
な
告
伊
力

不
足
か
ら
耗
営
不
短
で
小
作
料
の
取
立
て
も
で
き
な
〈
左
り
、
所
有
者
に
紙
一
日
伎

の
財
産
税
に
も
苦
し
め
ら
れ
た
。
塩
田
は
農
地
改
革
の
対
象
に
は
な

ιノ
な

h
F
一

た
が
、
所
有
者
の
中
に
は
小
作
人
に
塩
田
中
一
払
レ
下
げ
る
例
が
穿
く
み

ιF
れ
三

よ
う
に
な
う
た
。
払
下
げ
ら
れ
た
小
作
人
は
梅
田
を
自
作
自
営
す
る
こ
と
に
よ

司
て
海
自
の
自
作
化
が
進
ん
だ
。

- H -

伯
方
塩
田
の
所
有
規
模
を
塩
戸
数
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
抱
一
戸
数
別
加
に
一
町
有

者
数
の
変
化
を
表
わ
し
た
も
の
が
表

2
で
あ
る
。
明
治
一
一
わ
年
に
に
」
わ
局
一
戸
打

数字は塩戸数、(同数字は所有者数

上
の
所
有
者
が
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
一
一
一

O
年
に
は
な
く
な
う
た
の
一
内
十
勺
名
総

数
乃
増
大
は
位
刊
に
一
場
戸
だ
け
の
所
有
者
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
る
4
わ
め
て
ふ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
も
梅
田
所
有
の
集
中
か
ら
介
一
散
へ
の
傾
向

を
数
字
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
表
3
に
よ
っ
て
、

制
リ
外
者

K
よ
っ
て
、
し
か
も
大
半
が
今
治
出
身
者
に
よ
勺
て
一
所
不
さ
れ
て

L
円

j
]
:
;
h
 

主
お
÷
/
号
令
J

も
の
が
減
少
し
、
地
元
所
有
が
増
大
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

回
、
結
び
に
か
え
て

寄
生
地
主
制
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る
明
治
二

O
年
頃
の
瀬
一
戸
内
正
芯

の
塩
田
一
同
十
引
の
集
中
の
度
合
は
特
に
山
口
県

E
5
て
に
依
く
、

そ
の
他
の
川
氏
日



で
は
か
な
り
高
い
。
所
有
の
集
中
の
度
合
の
高
レ
塩
田
で
も
多
く
の
毎
回
地
主

は
そ
の
後
塩
田
を
売
却
し
、
所
有
は
む
し
ろ
分
散
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
掛
m

戸
田
の
堀
内
家
や
竹
原
の
頼
家
の
よ
「
J
K
明
治
二

O
年
以
後
も
所
有

E
穏
を
拡

大
す
る
例
ば
少
な
い
。
当
初
大
部
外
の
塩
田
が
村
外
地
主
の
所
有
で
あ
り
た
例

と
し
て
伯
方
泡
回
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
。
塩
田
地
主
に
と
っ
て
山
沼
田
と
は
一

体
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
他
産
業
に
投
資
す
る
た
め
の
昨
日
本
蓄

積
の
手
段
に
な
っ
た
例
が
多
い
。

そ
の
点
で
近
代
に
お
け
る
今
治
綿
業
の
発
展

に
も
伯
方
塩
田
に
お
け
る
塩
団
地
主
の
資
本
蓄
積
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕

小
稿
は
昭
和
五
二
年
五
月
、
歴
史
地
理
学
会
大
会
(
於
広
島
大
学
)
で
報
告

し
た
も
の
を
一
部
訂
正
加
筆
し
た
も
の
で
五
一
年
度
文
部
省
科
研
補
助
安
一

般
(

D

)

(

課
題
番
号
二
六
八

O
七
三
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
去
る
。

注

(
l〕

日
本
山
現
業
研
究
会
近
現
代
部
会
の
討
議
内
容
よ
り

へ2
)

加
茂
詮
「
近
代
日
本
惚
業
生
章
構
造
の
展
開
送
容
概
説
」

『
hu
本
山
判
官
業
の

研
究
第
一
集
」

一
九
五
八
年

s 

仙
川
稿
「
悔
回
の
所
有
形
態
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
付
!
特
に
山
口
県
平
生

『
一
勝
間
諜
二
郎
較
発
退
官
記
念
説
文
集
」

時
冊
目
を
中
心
と
し
て

i
」

一
九
七
七
年
五
月
、
日
本
抱
業
研
究
会
紅
会
に
お
け
る
尚
光
夫
氏
の
報
告

(

+

大

引

)

{
4
)
 内

容
に
よ
る

(
5
)

大
蔵
省
専
売
局
編
『
協
業
組
織
調
査
書
」

一
九
一
↑
二
年
、

6 

五
二
十
白

相
良
英
輔
「
近
代
山
沼
田
地
主
の
成
立
と
そ
の
性
絡

i

平
生
弘
山
の
判
明
合

「
山
口
県
地
方
史
研
究
」

J. 

/¥  

一
九
七
↑
持

(7 

亀
田
家
で
の
臨
時
き
取
り
に
よ
る
。

陽
筋
地
方
資
震
家
の
検
討
を
通
し
て

L 

有
一
冗
正
雄
一
日
本
資
本
主
義
発
達
に
お
け
る
資
本
形
依
の

F
m間一回

長

『
広
島
高
大
町
詩
集
』

一
九
七
心
年

9 
) 

前
掲
注

(
5
)
、

一
一
六
七
頁

川

μ

一

品
)
古
い
「
土
地
台
帳
」
が
新
し
く
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
図
ー
に
は

記
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
図
2
で
は
新
し
い
も
の
か
ら
想
定
し
た
c

大
蔵
省
専
売
局
編
『
大
日
本
塩
業
全
書
』
第
三
編
、

「
阪
出
窓
務
局
伯
方
出
張
所
之
部
」

頁

己
)
今
治
市
役
所
『
今
治
市
誌
』

一
九
四
二
年
、

13 

前
掲
注
(
川
)
に
同
じ

(μ) 
拙
稿
「
海
田
の
自
作
化
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」

(
一
ね
)

一
九
七
六
年

前
掲
注
(
日
)
二
一
四
三
頁

16 
) 

前
掲
注
(
豆
、
一
二
四
八
頁

17 
) 

前
お
注

(
5
)
、
一
二
四
七
頁

( 
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前
掲
法

(
5
)
、
τ
一
四
八
資

(
M
U
)
 

現
地
で
の
聴
き
取
り
に
よ
る

20 
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葛
丙
ナ
、
和
「
マ
ニ
ュ
創
設
期

ーマ

ニ.

一全
|盛

二期
サの
i込
寸

:;J .... 
tu 

約
業
L← 

↑
九
七
六
年

学
地
理
学
研
究
報
告
(
都
市
と
農
村
)
』

一
九
わ
八
年
(
一
八

一
三
二

1
四
頁

『
人
文
地
理
」

山
一
寸
地
問
地
学
研
究
報
告
(
都
市
一
と
際
村
)
」

(
幻
)
蕊
前
大
和
「
工
場
制
工
業
へ
の
転
像
一
期

K
お
け
る
今
治
締
ま
」

一
九
七
人
年

、
向
ノ
-

F
の〆』

前
U

町
立
(
日
)
に
同
じ
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-~ -

周囲苛

問
llJ 
手、

『
間
山
↓
へ
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F
夕日放
μ
片
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山
一
弁
会
1
H
F
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結
『
ム
一
治
疫
才
人
牧
一
一
一
-
に
』

-

一

、

-
h
二

一

ご

包

れ

頁

( 

24 

前
掲
註
(
ロ
)
、
五
九
七
民

(
お
)

(

山

内

)

前
掲
注

(
H
)
、

前
掲
注
(
ロ
)
、
六
三
二
頁

頁

(
幻
)

村
上
家
で
の
聴
き
取
り
に
よ
る
。

前
掲
注
(
勾
)
、
四
回
頁
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前
掲
注
(
れ
)
に
同
じ

(
説
)

棺
山
止
浜
田
明
産
株
式
会
社
『
波
止
浜
海
業
史
」

一
九
六
八
年
、

戸、

頁

{
叫
)

渡
辺
倒
文
「
生
ロ
民
俗
回
史
お
ぼ
え
が
き
」

『
極
の
民
俗
資
料
察
急
調
査

(
広
島
県
教
育
委
員
会
)
一
九
七
四
年
、

報
告
書
」

一O
六

1
七
頁

(
担
)

前
掲
注
(
幻
)
に
同
じ

(
部
)

(
剖
)

竹
原
市
役
所
忠
潟
支
所
所
蔵
『
思
海
町
略
史
』

一
九
一
二
年
頃
(
筆
書
)

『
へ
常
国
商
工
人
名
録
」

(
第
二
版
)
一
八
九
八
年

(
目
別
)

前
掲
注
(
白
)
、

三
四
五
頁

(
M
m
)
 

前
掲
注

(
g
k同
じ
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士
口
海
町
役
場
司
吉
海
町
史
』

一
九
七
一
年
、

四
(
U
四
貞

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
伯
方
塩
田
の
売
買
価
格
は
一
塩
一
戸

あ
た
り
三

1
四
万
円
で
あ
っ
た
。

(
拍
)
前
掲
注
釘
)
に
同
じ
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